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若
桜
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
の
条
例
制
定
に
向
け
、
若
桜
町
男
女
共
同

参
画
審
議
会
に
お
い
て
審
議
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
審
議
中
の
条
例
案
に
つ
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
全
文
が
掲
載
で
き
な
い
た
め
、
要
約
版
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
全
文
に
つ
き
ま
し

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
教
育

委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

条
例
を
制
定
す
る
理
由
（
前
文
）

国
に
お
い
て
「
男
女
共
同
参
画
基
本
法
」
が

制
定
さ
れ
、
国
や
県
内
で
も
こ
れ
の
実
現
に
向

け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、今
な
お
多
く
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
男
女
が
互
い

に
対
等
な
立
場
で
参
画
し
、
責
任
を
分
か
ち
合

う
若
桜
町
を
目
指
す
た
め
に
制
定
し
ま
す
。

目
的
（
第
１
条
）

基
本
理
念
や
基
本
施
策
を
定
め
、
町
、
町
民

及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

男
女
の
人
権
尊
重

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
。

男
女
差
別
の
廃
絶

男
女
が
性
別
に
よ
る
差
別
を
受
け
な
い
こ
と
。

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
の
尊
重

男
女
が
互
い
の
性
を
尊
重
し
、
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
と
権
利
を
認
め
合
う
こ
と
。

個
性
、
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
の
確
保

男
女
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

自
己
の
意
志
に
よ
る
活
動

男
女
が
自
立
し
た
個
人
と
し
て
自
己
の
意
志
に

よ
っ
て
活
動
し
、
か
つ
、
責
任
を
負
う
こ
と
。

家
庭
生
活
に
お
け
る
対
等
な
役
割
分
担

男
女
が
子
の
養
育
、
家
族
の
介
護
、
そ
の
他
の
家
庭

生
活
に
お
け
る
活
動
の
中
で
、
対
等
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
。

社
会
活
動
に
お
け
る
対
等
な
参
画

男
女
が
、
政
治
活
動
、
経
済
活
動
、
地
域
活
動
、
そ
の

他
の
社
会
活
動
に
対
等
な
立
場
で
参
画
し
、
か
つ
、
責
任

を
分
か
ち
合
う
こ
と
。

男
女
共
同
参
画

男
女
が
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
と
も

に
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
機
会
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
対
等
に
活
動
し
、
か
つ
、
責
任
を
分
か
ち

合
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

積
極
的
改
善
措
置

男
女
間
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
必
要
な
範

囲
内
に
お
い
て
、
男
女
の
い
ず
れ
か
一
方
に
対

し
、
当
該
機
会
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
例
え
ば
、
町
に
お
け
る
審
議
会
委

員
の
女
性
登
用
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

事
業
者

町
内
に
お
い
て
営
利
、
非
営
利
目
的
に
か
か

わ
ら
ず
事
業
を
行
う
法
人
及
び
個
人
を
い
い
ま

す
。

用
語
の
意
義
（
第
２
条
）

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
各
用
語
の
意
義
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
定
め
て
い
ま
す
。
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若
桜
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例（
案
）

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
理
念

（
第
３
条
）

基
本
理
念
は
、
町
、
町
民
及
び
事
業
者
が
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
上
で
基
本
と
な
る
考
え
方

で
、
次
の
７
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
をををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささささささささ

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

こ
の
条
例
（
案
）
に
対
す
る

ご
意
見
、
お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
事
務
局

緯（

）２
２
１
３
に

82

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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【
町
の
責
務
】

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
策

定
し
、
実
施
し
ま
す
。
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

町
民
、
事
業
者
な
ど
と
相
互
に
連
携
及
び
協
力

が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
し
ま
す
。

【
町
民
の
責
務
】

基
本
理
念
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
積
極
的

に
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
む
と
共

に
、
町
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

【
事
業
者
の
責
務
】

事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
理

念
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
む
と
共
に
、
町
が
実

施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

●
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
や
差
別
的
扱
い

●
性
的
な
言
動
に
よ
る
相
手
方
の
生
活
環
境
を

害
す
る
行
為

●
配
偶
者
な
ど
に
対
す
る
身
体
的
ま
た
は
精
神

的
な
苦
痛
を
与
え
る
暴
力
的
行
為

○
情
報
収
集
及
び
調
査
研
究

男
女
共
同
参
画
の
形
成
推
進
の
た
め
、
必
要
な
情
報

収
集
及
び
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
と

し
ま
す
。

○
町
民
な
ど
に
対
す
る
支
援
な
ど

町
民
及
び
事
業
者
が
行
う
男
女
共
同
参
画
の
形
成
の

推
進
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
必

要
な
支
援
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

○
相
談
な
ど
の
申
し
出

性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱
い
そ
の
他
の
男
女
共

同
参
画
の
形
成
の
推
進
を
妨
害
す
る
内
容
の
申
し
出

が
町
民
ま
た
は
事
業
者
か
ら
あ
っ
た
場
合
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も

の
と
し
ま
す
。

○
若
桜
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
そ
の
他
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、
若

桜
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
の
禁
止
（
第
７
条
）

何
人
も
、
い
か
な
る
場
に
お
い
て
、
次
に
示

す
性
別
に
よ
る
権
利
侵
害
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

町
・
町
民
・
事
業
者
の
責
務（

第
４
条
倆
第
６
条
）

条
例
で
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、
町
、

町
民
、
事
業
者
に
掲
げ
る
責
務
を
定
め
て
い
ま

す
。
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男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
主
な
基
本
的

施
策
な
ど
（
第
８
条
倆
第

条
）

17

町
が
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、

次
の
と
お
り
基
本
的
な
施
策
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
男
女
共
同
参
画
審
議

会
の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
広
く
町
民
な
ど

の
意
見
を
反
映
し
、
策
定
後
は
、
遅
滞
な
く
こ

れ
を
公
表
し
ま
す
。

○
広
報
及
び
啓
発

町
民
及
び
事
業
者
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必

要
な
普
及
広
報
活
動
な
ど
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。
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男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画
にににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるる
意意意意意意意意意意意意意意意意
識識識識識識識識識識識識識識識識
調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
に
つ
い
ててててててててててててててててて

対
象
者

若
桜
町
に
お
住
ま
い
で

歳
以

20

上
の
方
の
中
か
ら
、
年
代
別
に
２

０
０
名
の
方
を
抽
出
（
男
女
１
０

０
名
ず
つ
）
し
ま
し
た
。

回
収
率
は

・
６
％
で
し
た
。

53

問

「
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は

家
庭
を
守
る
」
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま

す
か
。

問

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
身
体
的
・
精
神
的

な
暴
力
な
ど
を
受
け
る
「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）」
に
関
し
て
、
あ
な
た
は
暴

力
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

◎前回の調査結果と比べ、男性、女性共に否定的な意見が増えている。
※前回の調査は平成13年８月に実施。

◎女性に関しては、５年以内は20人に１人、過去を含めると約９人に１人がDV被害を
受けている。

若
桜
町
で
は
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
平
成

年
３
月
、
町

22

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
・
お
気
持
ち
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
意
識
調
査
を
お

願
い
致
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
全
体
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
若
桜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

平平成22年10平成22年10月月５

問 次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。

◎学校教育においては平等という意見が多く、全体的に見て男性優遇の傾向が強い。

◎女性側からは「ほとんど自分」か「どちらかといえば自分」、男性側からは「どちらかといえば配偶者」か「ほ
とんど配偶者」であると答えた割合が高い。また、「配偶者と同じ程度分担」の回答割合は、男性が女性よりも
高く、認識にやや違いが見られる。

問 「単身世帯以外の方」にお尋ねします。家庭の掃除はどなたが担当されていますか。
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若若桜中学校２年生若桜中学校２年生（（2929名）が8月名）が8月1818日から８月日から８月2020日までの日までの

３日間（若桜幼稚園８月９日～11日）、町３日間（若桜幼稚園８月９日～11日）、町内内1515カ所の事業所カ所の事業所

でで職場体験職場体験をを行いました。各事業所で働くことを体験した行いました。各事業所で働くことを体験した生生

徒の仕事の様子を写真で紹介します。（感想文は抜粋徒の仕事の様子を写真で紹介します。（感想文は抜粋））

若桜保育所

一宮電機（株）若桜工場
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WAKASAプロジェクト
～若桜中学校職場体験～

こだわりポークのお店
オンリーBOO

氷ノ山高原の宿 氷太くん

道の駅 若桜 桜ん坊

若桜郵便局

若桜幼稚園

わかさ生涯学習情報館

手づくりハム工房 つくしんぼ

平平成22年10平成22年10月月７

わかさ特別養護老人ホームあすなろ

地域福祉センター ドリーミー

＜道の駅 若桜 桜ん坊＞ 〔淺井胡桃〕
○お客さまのことを１番に考えて気遣ったり、多くの工夫が必要なことが分かりました。おにぎり作りでも１つ１

つ心を込めて食べやすいように工夫してあることが分かりました。
＜氷ノ山高原の宿 氷太くん＞ 〔永原拓也〕
○お客さまに尽くしたいという気持ちが大切だと学びました。一緒に働いている職場の方が、小さなごみも拾った

り、カバーやシーツのしわをていねいに伸ばしておられる姿から感じました。
＜若桜消防署＞ 〔青木京佑〕
○大きな声を出して、コミュニケーションをとること。いつでも無駄なく素早く動けること。最後まであきらめず

にやり遂げること。短期間でしたが学ぶことができました。
＜ヘアールーム チョコレート＞ 〔大杉菜摘〕
○パーマの手伝いをする時に、髪を巻き付けるものや髪をとめるゴムを手渡した。お客様の前で失敗は許されない

というプレッシャー。初めて体験した責任感でした。
＜手づくりハム工房 つくしんぼ＞ 〔大石泰助〕
○売るための商品を作るのは大変なことだと感じました。良い商品を作るためには、細かなどんな作業も大切な仕

事だと教えてもらいました。長時間の立ち仕事は疲れることも知りました。
＜わかさ特別養護老人ホームあすなろ＞ 〔松浦菜々恵〕
○大きな声ではっきりと話したり返事をしたりすることが大切だと思いました。普段の自分を振り返る良い機会に

もなりました。自分から仕事をみつけて動く時もつくれました。
＜地域福祉センター ドリーミー＞ 〔植嶋夏美〕
○私はずっと笑顔でいることを意識して働きました。ふれあう方からも笑

顔の大切さを感じさせてもらいました。多くの気配りをする中で、少し
は周りが見えるようになった気がします。
＜若桜幼稚園＞ 〔青木菜歩〕
○一番大切だと思ったことは、明るく接すること。明るさからはやる気も

感じ取れるとも思いました。しかったり注意したりすることの難しさも
感じました。

ヘアールーム チョコレート

八頭消防署若桜出張所

トスク若桜店

小谷農園
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大
韓
民
国
江
原
道
平
昌
郡
と
本
町
と
の
友
好
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
交
流
職
員
と
し
て
金
柱
列

（
キ
ム
・
ジ
ュ
ヨ
ル
）
氏
を
迎
え
ま
し
た
。
町
で

み
か
け
ら
れ
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

職職
員
相
互
派

職
員
相
互
派
遣遣

交
流
員
紹

交
流
員
紹
介介

通訳の陳淑子（チン・スッ
クチャ）さんです。よろし
くお願いいたします。

私
は
、
韓
国
の
平
昌
郡
か
ら
来
ま
し

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
グ
ン

た
金
柱
列
と
申
し
ま
す
。
若
桜
町
に
研

キ
ム
ジ
ュ
ヨ
ル

修
生
と
し
て
来
年
の
３
月
ま
で
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
静
か
で
緑
が
い
っ
ぱ
い

で
美
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
の
故
郷
の

平
昌
郡
と
景
色
が
よ
く
似
て
い
て
感
激
し
て
い
ま
す
。早

く
日
本
語
を
覚
え
て
皆
さ
ん
と
会
話
し
て
み
た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

非
自
発
的
失
業
（
離
職
）
者
の
方
へ
の

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

平
成

年
度
よ
り
、
倒
産
・
解
雇
な
ど
に

22

よ
る
離
職
（
特
定
受
給
資
格
者
）
や
雇
い
止

め
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）

を
さ
れ
た
方
へ
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
対
象
者
は
？

煙
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
者

（
例
：
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

煙
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

（
例
：
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

と
し
て
、
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方
で
す
。

※
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
対
象
で
す
。

煙
特
定
受
給
資
格
者

…
「

」「

」

11

12

「

」「

」「

」「

」

21

22

31

32

煙
特
定
理
由
離
職
者

…
「

」「

」

23

33

「

」
34

○
制
度
の
始
ま
る
前
の
失
業
は
対
象
外
で
す
か
？

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平
成

年
21

３
月

日
以
降
）
に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平

31

成

年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

22
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
平
成

年
度
の
保
険
税
は
対

21

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
軽
減
額
は
？

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
の
所
得
な
ど

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
軽
減
は
、
離
職
者

の
前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の

／
１
０
０
と

30

み
な
し
て
行
い
ま
す
。

○
軽
減
期
間
は
？

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
翌
年
度

末
ま
で
の
期
間
で
す
。

・
離
職
日

Ｈ

年

月
３
日
の
場
合

21

10→

軽
減
期
間

Ｈ

年
４
月
～
Ｈ

年
３
月

22

23

・
離
職
日

Ｈ

年
３
月

日
の
場
合

22

31

→

軽
減
期
間

Ｈ

年
４
月
～
Ｈ

年
３
月

22

24

・
離
職
日

Ｈ

年
６
月

日
の
場
合

22

20

→

軽
減
期
間

Ｈ

年
６
月
～
Ｈ

年
３
月

22

24

※
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国

民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

○
軽
減
を
受
け
る
に
は
？

申
請
が
必
要
で
す
。「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」
を
確
認
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務
課
緯
（

）
２

82

２
３
４
ま
た
は
町
民
福
祉
課
緯
（

）
２
２

82

３
３
ま
で

鳥取県知事を表敬訪問しまし鳥取県知事を表敬訪問しましたた
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浄
化
槽
は
、
公
共
下
水
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
区
域
な
ど
で
、
水
洗

便
所
の
汚
水
や
風
呂
・
台
所
な
ど
の

生
活
雑
排
水
の
汚
れ
を
き
れ
い
に

し
、
川
な
ど
へ
放
流
す
る
た
め
の
設

備
で
す
。

し
か
し
、
浄
化
槽
の
管
理
が
不
十

分
な
場
合
、
汚
れ
た
ま
ま
の
汚
水
な

ど
が
川
な
ど
へ
流
れ
出
て
し
ま
い
、

悪
臭
や
河
川
な
ど
の
水
質
悪
化
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

自
然
を
守
り
、
ま
た
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
、
浄
化
槽
を
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
「
浄
化
槽
管
理
者
」

と
し
て
浄
化
槽
法
に
基
づ
き
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
引
っ
越
し
な
ど
で
浄
化
槽

管
理
者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
、
浄

化
槽
を
廃
止
し
た
と
き
な
ど
は
、
必

ず
鳥
取
県
東
部
総
合
事
務
所
ま
で
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

定
期
的
に
必
要
な
管
理
作
業
な
ど

保
守
点
検

〈
年
３
～
４
回
以
上
※
、
県
知
事
登

録
の
保
守
点
検
業
者
に
依
頼
〉

清
掃

〈
年
１
回
以
上
※
市
町
村
長
許
可
の

清
掃
業
者
に
依
頼
〉

定
期
検
査

〈
年
１
回
、指
定
検
査
機
関
・（
財
）鳥

取
県
保
健
事
業
団
に
依
頼

緯
０
８
５
７
（

）
４
８
４
３
〉

23

※
保
守
点
検
・
清
掃
の
回
数
は
浄
化

槽
の
規
模
や
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

問
い
合
せ
・
届
出
先

鳥
取
県
東
部
総
合
事
務
所

緯
０
８
５
７
（

）
３
６
７
１

20

０
８
５
７
（

）
２
１
０
３

20

と
り
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.pref.tottori.lg.jp/joukasou/

浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄
化化化化化化化化化化化化化化化化
槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽
のののののののののののののののの
適適適適適適適適適適適適適適適適
正正正正正正正正正正正正正正正正

浄
化
槽
の
適
正
ななななななななななななななななな

管管管管管管管管管管管管管管管管
理理理理理理理理理理理理理理理理
をををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいい
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま

管
理
を
お
願
い
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

●
行
政
相
談
を
ご
存
じ
で
す
か
？

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
役
場
な
ど

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
の
苦
情
や
要
望
な
ど
に
つ
い
て
、

行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
役

場
な
ど
と
の
間
に
立
ち
公
平
・
中
立
な
立
場

か
ら
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
声
を
行
政
運
営
の
改

善
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
面
接
や
電
話
、
手
紙
な

ど
、
色
々
な
方
法
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
！

若
桜
町
で
は
行
政
相
談
所
を
毎
月
１
回
、

定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日

定
期
相
談
日
（
毎
月
第
２
月
曜
日
）

▼
と

き
＝

月

日（
火
）

10

12

午
前
９
時
～

時
12

▼
と
こ
ろ
＝
若
桜
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

ド
リ
ー
ミ
ー

若
桜
町
の
行
政
相
談
委
員

中
島
重
男
さ
ん
（
西
町
）

緯
（

）
１
１
８
２

82

●
合
同
行
政
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
！

行
政
相
談
週
間
中
に
は
、
鳥
取
合
同
行
政

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

▼
と

き
＝

月

日
（
火
）

10

19

午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ
＝
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
（
旧
県
民

文
化
会
館
）
２
階
第
２
会
議
室
（
鳥
取
市
尚

徳
町
１
０
１
倆
５
）

▼
参
加
機
関
な
ど
＝
鳥
取
地
方
法
務
局
、
人

権
擁
護
委
員
、鳥
取
労
働
局
、鳥
取
税
務
署
、

日
本
年
金
機
構
、
総
務
省
鳥
取
県
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
鳥
取
県
、
鳥
取
市
、

鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
弁
護
士
、
司
法

書
士
、
行
政
相
談
委
員
、
鳥
取
行
政
評
価
事

務
所

●
お
問
い
合
わ
せ
は
…

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所
緯
０
８
５
７
（

）
24

５
５
４
２
、

０
８
５
７
（

）
５
９
４
２

24

役
場
町
民
福
祉
課
緯
（

）
２
２
３
３

82

何
で
も
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う

月

日
～

日
は
行
政
相
談
週
間
で
す
！

10

18

24
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【身近な相談窓口】

町民福祉課

緯（82）２２３３・２２３２
鳥取県東部消費生活相談室

緯０８５７（26）７６０５・７６０４
〔いずれも平日：８：30～17：00〕

【10月の法律相談】

●と き＝10月12日（火）13：30～16：00
＊要予約

●ところ＝地域福祉センタードリーミー
緯（82）０２５４

一一一一一一一一一一一一一一
人人人人人人人人人人人人人人
でででででででででででででで
悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩悩
まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず

一
人
で
悩
ま
ず
、、、、、、、、、、、、、、、

まままままままままままままま
ずずずずずずずずずずずずずず
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを

ま
ず
相
談
を
！！！！！！！！！！！！！！！

キ
ロ
痩
せ
る
。」
と
執
拗
に
健
康

食
品
の
購
入
を
勧
め
て
き
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
最
近
体
重
が
気
に

な
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
の

で
、「
毎
月
５
キ
ロ
痩
せ
る
な
ら
」

と
思
い
、

万
円
分
の
健
康
食
品

20

を
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

あ
る
日
業
者
が
家
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
業
者
は
「
こ
の
健
康

食
品
を
食
べ
る
だ
け
で
毎
月
５

弁
護
士：

上
田
雅
稔
氏

ま
ず
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に

よ
る
契
約
解
除
を
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

告
知
な
ど
の
法
定
記
載
事
項
を
記

載
し
た
書
面
を
受
領
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
に
よ
る
契
約
解
除
が
可
能
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
支
払
っ
た
お
金

を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

な
お
、
健
康
食
品
の
よ
う
な
い

わ
ゆ
る
消
耗
品
に
つ
い
て
消
費
、

使
用
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
事
業
者
が
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

書
面
で
告
げ
て
い
な
い
場
合
や
、

自
分
の
意
思
で
な
く
業
者
か
ら
促

さ
れ
て
消
費
・
使
用
し
た
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

業
者
の
中
に
は
、
購
入
直
後
に
消

費
者
に
試
し
に
使
用
す
る
よ
う
勧

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
で
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
を
主
張
さ
れ
た
際
に

「
す
で
に
消
費
・
使
用
し
て
い
る

の
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な

い
」と
拒
絶
す
る
者
も
い
ま
す
が
、

か
か
る
場
合
で
も
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
が
可
能
で
す
。

ま
た
、た
と
え
消
耗
品
を
消
費
・

使
用
し
て
い
て
も
、
未
使
用
の
部

分
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
健
康
食
品

箱
10

を
購
入
し
１
箱
だ
け
消
費
し
て
い

て
も
、
残
り
９
箱
に
つ
い
て
販
売

可
能
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

で
き
ま
す
。

次
に
、
業
者
は
「
食
べ
て
い
る

だ
け
で
毎
月
体
重
が
５
キ
ロ
痩
せ

る
」
な
ど
と
説
明
し
て
購
入
を
勧

め
て
お
り
、「
将
来
に
お
け
る
変
動

が
不
確
実
な
事
項
」に
つ
い
て「
断

定
的
判
断
」
を
提
供
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
体
重
が
毎
月

５
キ
ロ
痩
せ
る
こ
と
が
確
実
と
誤

信
し
て

万
円
分
も
の
健
康
食
品

20

を
購
入
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
契

約
を
取
り
消
し
お
金
を
返
し
て
も

ら
う
こ
と
が
可
能
で
す
（
消
費
者

契
約
法
４
条
１
項
２
号
）。

さ
ら
に
、
健
康
食
品
を
食
べ
始

め
て
３
ヶ
月
経
っ
た
の
に
全
く
体

重
が
減
っ
て
お
ら
ず
、業
者
は「
こ

の
健
康
食
品
を
食
べ
る
だ
け
で
毎

月
５
キ
ロ
痩
せ
る
」
と
当
該
健
康

食
品
の
効
能
に
関
し
て
客
観
的
事

実
に
反
す
る
説
明
を
行
い
、
消
費

者
は
こ
れ
を
誤
信
し
て
購
入
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
、
契
約
を

取
り
消
し
お
金
を
返
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
（
消
費
者
契
約

法
４
条
１
項
１
号
）。ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
手
続
き
な
ど
詳
細
は
役
場
窓

口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か
し
、
食
べ
始
め
て
３
ヶ
月
経
ち

ま
す
が
、
全
く
体
重
が
減
り
ま
せ

ん
。
体
重
の
悩
み
に
つ
け
こ
ん
だ

悪
質
な
商
法
だ
と
思
い
ま
す
。

払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

平平成22年10平成22年10月月１１

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た
り
貸
し
借
り
を

す
る
場
合
は
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
が
無
け

れ
ば
効
力
が
生
じ
な
い
た
め
所
有
権
移
転
登
記
も

で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
手
続
を
し
、
許
可
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
許
可
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

☆
取
得
後
す
ぐ
に
耕
作
し
な
い
場
合

☆
他
人
に
転
貸
し
た
り
し
て
自
ら
が
耕
作
し
な
い

場
合

☆
農
地
取
得
後
の
農
業
経
営
面
積
が
一
定
規
模
に

達
し
な
い
場
合
（
若
桜
町
の
場
合

ア
ー
ル
）

20

各
許
認
可
等
の
申
請
の
締
め
切
り
は
毎
月

日
25

で
翌
月
の

日
前
後
に
開
催
さ
れ
る
委
員
会
で
審

10

議
し
ま
す
。

9
月

日
に
農
業
委
員
会
を

10

開
催
し
ま
し
た

審
議
事
項

・
農
地
法
第
４
条
（
農
地
転
用
）

２
件

・
利
用
権
設
定

１
件

珊

珊

珊

珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊
珊

緯緯緯
問い合わせ

農業委員会事務局
（82）2239

若
桜
町
消
防
団
が
使
っ
て
い
た
本

部
車
を
有
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

車
名

ト
ヨ
タ

ハ
イ
エ
ー
ス

（
ガ
ソ
リ
ン
車
）

初
度
登
録
年
月

昭
和

年
８
月

63

（
平
成

年
８
月

日
検
査
切
れ
）

22

19

走
行
距
離

８
、
２
２
０
㎞

そ
の
他

現
在
特
殊
車
両
（
消
防
車
）

と
し
て
の
登
録

Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
対
策
非
対
応
車

＊
購
入
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
月
10

日
（
金
）
午
前

時
よ
り
役
場
会
議

22

10

室
に
て
公
売
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本本本本本本本本本本
部部部部部部部部部部
車車車車車車車車車車
売売売売売売売売売売
りりりりりりりりりり
まままままままままま

本
部
車
売
り
ま
すすすすすすすすすすす

消防団本部車

煙
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
焼
却

例
：
正
月
行
事
の「
と
ん
ど
焼
き
」

煙
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
行
う
た

め
に
や
む
を
え
な
い
も
の
と
し
て

行
わ
れ
る
焼
却

例
：
稲
わ
ら
の
焼
却
、
伐
採
し

た
声
だ
の
焼
却

煙
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の

例
：
落
ち
葉
焚
き
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー

こ
れ
ら
は
、
焼
却
禁
止
の
例
外

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
焼
却
に

よ
っ
て
大
量
の
煙
や
臭
い
が
発
生

し
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
支
障
を

き
た
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
近
所
に
「
近
所
で
く
さ
き
を

燃
や
し
て
煙
た
い
」「
窓
が
あ
け
ら

れ
な
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い

て
困
る
」
と
い
っ
た
苦
情
が
、
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
近

所
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
緯
（

）
２
２
３
２

82

廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、
家
庭

か
ら
出
た
ゴ
ミ
な
ど
の
野
外
焼

却
は
、
風
俗
習
慣
上
の
行
事
や
、

農
作
業
で
直
接
必
要
な
場
合
な

ど
、
先
の
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

野
外
焼
却
は
、
汚
染
を
一
と
す

る
大
気
汚
染
の
原
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
処
分
す
る
場
合
は
、
分

類
し
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
、
野
外
焼
却
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

焼
却
禁
止
の
例
外
と
は
？

煙
国
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施

設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要

な
焼
却

例
：
河
川
管
理
者
が
河
川
管

理
に
際
し
て
最
終
し
た
草
木
の

焼
却

煙
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜

な
ど
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
、
普
及
の
た
め
の
必
要
な
焼
却

例
：
災
害
時
に
お
け
る
木
く

ず
な
ど
の
焼
却

野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ʷ

農農
地
の
売
買
や
貸
借
に

農
地
の
売
買
や
貸
借
に
はは

許
可
が
必
要
で

許
可
が
必
要
で
すす
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ご縁がありますように！
因州若桜弁天大祭

因
州
若
桜
弁
天
大
祭
が
９
月
４

日
、
５
日
の
２
日
間
江
嶋
神
社
（
若

桜
町
三
倉
）
で
行
な
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
ご
参
詣
さ
れ
ま
し
た
。

若
桜
町
観
光
協
会
で
は
、
縁
結
び

の
神
様
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い

る
弁
天
さ
ん
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
、「
ご
縁
」
に
ち
な
ん
だ
５

円
玉
入
り
の
餅
ま
き
「
ご
縁
福
餅
ま

き
」
や
、
福
を
引
い
て
い
た
だ
こ
う

と
「
福
引
き
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。あ

い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
ご
縁
福
餅
ま
き
」
で
は
、
今
年

の
福
を
し
っ
か
り
つ
か
み
と
ろ
う
と

手
を
伸
ば
す
参
拝
者
で
し
た
。

合唱コンクール中国大会へ４年連続出場！
若桜中学校吹奏楽部

若
桜
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
８
月
22

日
、
倉
吉
未
来
中
心
で
開
催
さ
れ
た

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
鳥
取
県
大

会
中
学
校
混
声
の
部
に
出
場
し
て
金

賞
を
受
賞
し
、
中
国
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
年
前
に

名
だ
っ
た
部
員
は

23

12

名
に
激
減
し
、
う
ち
４
名
は
１
年
生

と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
先
輩
た

ち
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
の
強

い
思
い
で
努
力
を
重
ね
、
県
大
会
で

は
見
事
４
年
連
続
の
金
賞
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
９
月

日
19

に
開
催
さ
れ
た
中
国
大
会
に
は
、「
歌

う
こ
と
の
楽
し
さ
を
表
現
し
た
い
」

と
の
意
気
込
み
で
臨
み
、
力
強
い
歌

声
を
響
か
せ
て
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

オロナミンＣ球場前で記念撮影する
若桜スポーツ少年団

若桜スポーツ少年団野球部
第25回大鳴門橋学童軟式野球大会に出場

若
桜
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
が
６
月

・
19

日
に
開
催
さ
れ
た
、全
日
本
学
童
軟
式
野
球

20大
会
鳥
取
県
決
勝
大
会
で
準
優
勝
し
、鳥
取
県

代
表
と
し
て
第

回
大
鳴
門
橋
学
童
軟
式
野

25

球
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

各
県
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、総
勢

チ
ー

32

ム
が
徳
島
県
の
鳴
門
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
に

集
い
、８
月

日
か
ら

日
ま
で
の
５
日
間
の

20

24

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
回
戦
で
沖
縄
代
表
の
大
里
シ
ャ
ー
ク
ス

と
対
戦
し
、最
終
回
に
劇
的
な
逆
転
勝
利
で
初

戦
を
突
破
し
ま
し
た
が
、翌
日
の
２
回
戦
で
滋

賀
県
代
表
の
浅
井
西
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対

戦
し
惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
鳥
取
県
代
表
と
し
て
、
暑

い
夏
に
負
け
な

い
ほ
ど
の
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

ご縁福餅まきを喜ぶ参加者

中国大会のリハーサルで歌う部員

T O
P

C S
I

１回戦 結果
計７６５４３２１チーム名
12７１３１０００若桜スポーツ少年団
９０００１３２３大里シャークス

２回戦 結果
計７６５４３２１チーム名
11２２０１５１０浅井西スポーツ少年団
４００３０００１若桜スポーツ少年団

平成22年10平成22年10月月１３

若桜保育所うさちゃんクラブ街頭キャンペーン
秋の全国交通安全運動（９月21日～30日）

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
９
月
2１

日
に
若
桜
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

若
桜
保
育
所
う
さ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

は
、
毎
年
、
親
子
で
手
作
り
し
た
お

守
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

渡
し
、
無
事
故
の
願
い
と
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

園
児
の
み
ん
な
が
元
気
な
声
で

「
安
全
運
転
し
て
く
だ
さ
い
！
」
と

ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。手作りマスコットのお守りで交通安全を呼びかける

熱戦を繰り広げる参加者

熱戦を繰り広げる
若桜町中元囲碁大会

若
桜
町
囲
碁
同
好
会
（
会
長
熊
田
義

久
）
は
、
８
月

日
午
前
９
時
か
ら
午
後

22

５
時
ま
で
公
民
館
で
、中
元
囲
碁
大
会
を

開
催
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、８
時
間
に
及
ぶ
長
時
間

に
渡
り
各
対
戦
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

味
を
発
揮
し
た
熱
戦
と
な
り
、勝
敗
決
果

は
混
戦
状
態
勝
率
が
同
率
の
人
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

成
績
は
、
優
勝
者
１
人
、
勝
率
が
同
じ

５
人
は
時
間
の
都
合
上
、２
位
、３
位
の
決

定
戦
は
割
愛
し
、同
率
２
位
と
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

優
勝

岡
本

和
明

５
段

２
位

中
島

昭
宣

４
段

同

山
根

幸
吉

３
段

同

坂
本

等

３
段

同

谷
口

秀
明

３
段

同

伊
井
野
孝
一

２
段

みんなで交通事故を防止しよう！

自
転
車
指
導
が
、
９
月

日
に
若

24

桜
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

郡
家
警
察
署
、
鳥
取
県
自
転
車
商

協
同
組
合
郡
家
支
部
、
鳥
取
県
交
通

安
全
協
会
郡
家
地
区
協
会
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
、
自
転
車
で
通
学
し
て

き
た
生
徒
た
ち
に
対
し
て
自
転
車
の

点
検
、
反
射
器
材
の
取
り
付
け
や
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
な
ど
に
つ
い

て
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自転車点検をしてもらう生徒
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岩村さん（若桜中）、中国大会で入賞
中国中学校陸上競技選手権

若
桜
中
学
校
１
年
生
の
岩
村
稔
大
さ
ん
（
上
町
）

が
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部
１

５
０
０
ｍ
で
２
位
に
入
賞
し
、
中
国
中
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
へ
出
場
し
ま
し
た
。
中
国
大
会
で
は
、
１

位
の
選
手
が
大
会
新
記
録
を
出
す
な
ど
、
非
常
に
レ

ベ
ル
の
高
い
レ
ー
ス
の
中
、
岩
村
さ
ん
は
見
事
７
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
鳥
取
県

大
会
で
の
優
勝
な
ど
、
目
覚
ま
し
い
活
躍
ぶ
り
で
、

今
後
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

○
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部

（
７
月

日
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ス
ポ
ー
ツ

25

パ
ー
ク
）

１
年
１
５
０
０
ｍ
２
位
４
分

秒
33

75

○
中
国
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権

（
８
月
８
日
、
岡
山
県
陸
上
競
技
場
）

１
年
男
子
１
５
０
０
ｍ
決
勝
７
位
４
分

秒
33

74

○
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
鳥
取
県
大
会

（
７
月

日
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ス
ポ
ー
ツ

11

パ
ー
ク
）

１
年
１
５
０
０
ｍ
１
位
４
分

秒
38

58

たくさんの思い出をありがとう
若桜小学校秋季大運動会

小
学
校
単
独
で
の
開
催
が
最
後
と
な

る
秋
季
大
運
動
会
を
、９
月

日
に
行
い

12

ま
し
た
。
テ
ー
マ
に「
最
後
の
運
動
会

み
ん
な
の
力
で

ゴ
ー
ル
イ
ン
」
を
掲

げ
、例
年
以
上
に
熱
の
入
っ
た
児
童
の
演

技
や
応
援
、会
場
の
み
ん
な
が
び
っ
く
り

さ
せ
ら
れ
た
工
夫
あ
る
演
出
の
数
々
、そ

し
て
全
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
の
玉
入

れ
な
ど
、み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
の

で
き
た
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。閉
会
式

の
最
後
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
さ
ん
か
ら
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
校
舎
に
「
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
」と
大
き
な
垂

れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
る
と
、ム
ー
ド
も
最
高

潮
と
な
り
感
動
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

５・６年生による組みたて体操

岩村さん、おめでとうございます

心をひとつにした玉入れ
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第

回
鳥
取
県
民
ス
ポ
ー

11

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
・

水
泳
大
会
が
８
月

日
・

日

28

29

に
米
子
市
営
東
山
水
泳
場
で

開
催
さ
れ
、
八
頭
郡
代
表
と
し

て
若
中
１
年

森
岡
空
さ
ん
・

若
小
６
年

谷
本
大
和
さ
ん
・

若
小
６
年

小
林
優
花
さ
ん
・

若
小
４
年

田
井
佑
妃
さ
ん

の
４
名
の
生
徒
・
児
童
が
出
場

し
、
森
岡
空
さ
ん
が
、
中
学
１

年
生
・
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

で
、
見
事
７
位
入
賞
を
は
た
し

ま
し
た
。

ベ
ス
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
８

月

日
に
若
桜
町
民
体
育
館
で
開
催

29
し
ま
し
た
。

農
人
町
と
３
支
隊
の
参
加
の
も

と
、
熱
戦
の
末
、
見
事
３
支
隊
が
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。

ベストバレーボール大会第11回鳥取県民スポーツ・
レクリエーション祭水泳大会

作業所は若桜町の大きな大きな宝物
若ざくらふれあい作業所10周年記念講演会

若
ざ
く
ら
ふ
れ
あ
い
作
業
所
は
、

本
年
度
、
開
設

周
年
を
迎
え
ま
し

10

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
９
月

日
、

19

若
桜
町
公
民
館
で
鳥
取
県
立
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
原
田
豊
さ
ん

を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

「
心
の
風
邪
っ
て
ど
ん
な
こ
と
、
作

業
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
」
と
題
し
た

講
演
で
は
、
作
業
所
の
地
域
で
の
役

割
や
重
要
性
、
う
つ
病
の
症
状
や
睡

眠
を
と
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
作
業
所
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
意
見

発
表
や
踊
り
も
披
露
し

周
年
を
み

10

ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
八
頭
郡
内
の
作
業

所
で
製
造
さ
れ
て
い
る
お
菓
子
、
衣

類
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
売
り
切
れ
商

品
も
で
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

最後はみんなで踊って
盛り上がりました

小・中学生が仲良く社会貢献
若桜中生徒会が奉仕作業

若
桜
中
学
校
の
生
徒
会
が
９
月

日
、町
内
各

16

所
で
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｗ
Ｓ
Ｐ
（
若
桜

ス
マ
イ
ル

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
と
題
し
て
、
普
段
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
若
桜
町
の
方
々
に
感
謝
し
て
社
会
貢
献
す

る
こ
と
や
、奉
仕
活
動
を
と
お
し
て
主
体
的
に
活

動
す
る
精
神
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、生
徒
会
が

昨
年
に
引
き
続
き
企
画
し
た
も
の
で
す
。こ
の
た

び
は
、
中
学
生
だ
け
で
な
く
、
小
中
学
校
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、若
桜
小
学
校
４
年
生
が
中
学
校

２
年
生
と
一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。

生
徒
と
児
童
は
班
ご
と
に
分
か
れ
、
ド
リ
ー

ミ
ー
や
中
之
島
公
園
、
若
桜
駅
、
バ
ス
停
な
ど
の

公
共
施
設
で
草
取
り
や
窓
ふ
き
、ク
モ
の
巣
と
り

な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
、自
分
た
ち
に
も
社
会

貢
献
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。若桜駅で仲良く掃除をする児童・生徒
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大
阪
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

８
月

日
、
関
西
市
場
を

27

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
観
光
誘
致

と
情
報
発
信
に
向
け
て
、
鳥
取

県
内
市
町
村
の
首
長
が
、
大
阪

駅
前
で
大
声
を
張
り
上
げ
て
、

鳥
取
県
と
我
が
町
の
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鳥
取
県
大
阪
本
部

の
主
催
で
、
町
村
長
の
皆
さ
ま

に
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
経
験

を
し
て
も
ら
お
う
と
言
う
こ
と

で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

私
も
大
声
を
張
り
上
げ
て

「
大
阪
の
皆
さ
ま
今
日
は
、
鳥

取
県
で
一
番
大
阪
に
近
い
町
、

若
桜
町
で
す
。
若
い
桜
と
書
き

ま
す
。
い
い
名
前
で
し
ょ
う
。

若
桜
の
町
は
…
…
」
と
一
生
懸

命
に
若
桜
町
の
良
い
と
こ
ろ
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
演
説
終

了
後
、
通
行
さ
れ
る
皆
さ
ま
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
受
け
取
っ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
思

い
切
っ
て
正
面
に
出
て
「
鳥
取

の
若
桜
町
で
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ア
ピ
ー

ル
し
正
面
に
出
れ
ば
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ

け
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
の

家
族
に
は
子
ど
も
さ
ん
に
「
今

日
は
？
」
と
声
を
か
け
る
と
家

族
の
方
も
喜
ん
で
立
ち
止
ま
っ

て
お
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
見
何
で
も
な
い
こ
と
で
す

が
、
人
の
心
を
と
ら
え
る
こ
と

は
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
必
ず
自
分
の
方
か
ら
誠
意

を
示
す
と
、
相
手
も
反
応
を
示

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
若
桜

町
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

し
て
、
今
後
の
仕
事
に
役
立
た

せ
た
い
で
す
。

職
員
研
修
で
一
宮
電
機
の

社
長
さ
ん
の
講
演
会

私
は
就
任
以
来
、
毎
年
、
一

宮
電
機
、
鳥
取
安
泰
、
若
桜
木

材
共
同
組
合
な
ど
の
事
業
所
を

訪
問
し
て
、「
法
人
税
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を

言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

会
社
の
景
気
の
状
況
を
聞
き
、

「
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。今

年
は
一
宮
電
機
の
秋
田

三
社
長
さ
ん
に
去
る
９
月
６

日
、
役
場
に
お
招
き
し
て
、「
一

宮
電
機
が
世
界
に
進
出
し
て
」

と
題
し
て
講
演
会
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
日
南
町
の
秋
田

木
材
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
一
宮

電
機
の
苦
労
話
や
海
外
に
進
出

し
た
時
の
社
長
さ
ん
の
決
断
な

ど
、
会
社
の
命
運
を
か
け
た
仕

事
ぶ
り
に
は
、
私
た
ち
公
務
員

と
し
て
は
、
想
像
の
つ
か
な
い

厳
し
さ
、
社
員
の
皆
さ
ま
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
、
利
益
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
に
も
深
い

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
普
段
何
気
な
し

に
役
場
の
業
務
を
こ
な
し
て
お

り
ま
す
が
、地
域
主
権
の
時
代
、

や
は
り
成
果
を
出
さ
な
い
と
町

も
発
展
し
ま
せ
ん
。
今
回
、
こ

う
し
て
一
宮
電
機
の
秋
田
社
長

さ
ん
の
講
演
を
聞
き
、
改
め
て

私
た
ち
職
員
も
、
熱
い
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
仕
事
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

本
当
に
有
意
義
な
企
業
の
ト
ッ

プ
の
お
話
し
で
し
た
。
一
宮
電

機
株
式
会
社
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

吉
川
で
武
蔵
野
市
の

皆
さ
ま
と
交
流

今
年
も
８
月

日
～
８
月

20

22

日
に
武
蔵
野
市
か
ら
交
流
事
業

で
３
家
族

名
が
来
町
さ
れ
ま

10

し
た
。
今
年
で
交
流
は
３
年
目

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
吉
川
地
区

の
Y
Y
C
、
野
菊
の
会
の
皆
さ

ま
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
木
工
体
験
、
Ｓ

Ｌ
体
験
な
ど
を
し
て
吉
川
に
民

泊
、
２
日
目
は
旧
吉
川
分
校
で

地
区
の
皆
さ
ま
と
そ
ば
打
ち
、

ウ
イ
ン
ナ
ー
づ
く
り
、
わ
ら
細

工
、
川
遊
び
な
ど
の
体
験
を
さ

れ
ま
し
た
。
吉
川
地
区
の
豊
か

な
自
然
を
満
喫
し
、
地
元
に
暮

ら
し
て
い
る
人
々
の
温
か
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Y
Y
C
、
野
菊
の
会
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海外に進出した時の熱い思いを
語っていただいた秋田社長
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た
が
、
な
か
な
か
時
間

が
と
れ
な
い
こ
と
と
、

と
っ
て
も
ま
た
す
ぐ

に
草
が
生
え
て
く
る

た
め
に
き
れ
い
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
毎
日
、
草
と
り

を
す
る
方
法
に
変
え

て
か
ら
は
、
日
に
日
に

校
庭
が
き
れ
い
に
な
っ
て
く
る
の
が
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
朝

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
草
と
り
の
美
化
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
で
、
体
力
が
つ
い
た
り
、
き

れ
い
に
な
っ
た
と
い
う
爽
快
感
を
味
わ
っ
た

り
、
粘
り
強
く
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た

り
と
、
心
身
の
成
長
に
と
っ
て
も
良
い
影
響

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
は
、
よ
い
と
思
う

こ
と
に
は
進
ん
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す

し
、
そ
れ
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、自
分
た

ち
の
若
桜
小
学

校
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
で
自

分
た
ち
の
心
も

磨
い
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま

す
。

朝
、
小
学
校
に
登
校
し
て
き
た
子
ど
も
た

ち
は
、「
朝
の
活
動
」
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
全
校

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
と
し
て
朝
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
美
化
活
動
が
あ
り
ま
す
。

朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
体
力
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、昨
年
度
の
秋
か
ら
始
め
ま
し
た
。

校
庭
の
ト
ラ
ッ
ク
を
低
学
年
は
二
周
、
中
学

年
は
三
周
、
高
学
年
は
四
周
走
り
ま
す
。
軽

や
か
に
腕
を
振
り
な
が
ら
か
け
ぬ
け
る
子
も

い
れ
ば
、
朝
か
ら
疲
れ
た
体
を
ひ
き
ず
る
よ

う
に
ゆ
っ
く
り
走
る
子
と
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、毎
日
走
る
こ
と
で
体
力
は
つ
き
ま
す
し
、

体
中
に
血
が
め
ぐ
っ
て
体
も
心
も
パ
チ
ッ
と

目
を
さ
ま
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
朝
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

が
終
わ
っ
た
子
ど
も
か
ら
、
校
庭
に
生
え
て

い
る
雑
草
を
一
人
が
十
本
ぬ
い
て
校
庭
を
き

れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
掃
除
の
時

間
や
特
設
の
時
間
に
草
と
り
を
し
て
い
ま
し

若桜小学若桜小学校校55

朝
の
活
動
を

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

草取り・水やりを頑張る児童

朝のランニングを頑張る児童

98

若
桜
町
で
は
、
６
月
に
続
き

月
を

10

「
あ
い
さ
つ
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ
運
動
」
強
調
月

間
と
し
ま
す
。
強
調
月
間
中
、
家
庭
・

地
域
・
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
声

か
け
を
積
極
的
に
し

て
い
た
だ
き
、
い
っ

そ
う
関
わ
り
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・勉強がんばって、行っておいで。（小 １）

・地域のおばあさんにあいさつをしたらほめてもらった。（小２）

・おはよう、今日は寒いなあ。（小 ３）

・笑顔であいさつしてもらえてうれしかった。（小４）

・「マラソン大会でがんばって。」といってもらった。（小５）

・自分の子どものように「おかえり」「いってらっしゃい」とか言ってくださるから

うれしい。（小 ６）

・「もう中学校か、大きくなったなあ。」と言ってもらった。（中 １）

・行事の後などに声をかけてくれる。（中２）

・運動会前とか、駅伝で「がんばって」と言われた。（中 ３）

何気ない一言でも、子どもたちはうれしいようです。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

十
月
は

「
あ
い
さ
つ
＋
Ｏ
Ｎ
Ｅ

（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）
運
動
」

強
調
月
間
で
す
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見見見見見見見見見見見見見見
守守守守守守守守守守守守守守
見
守
りりりりりりりりりりりりりりり

気気気気気気気気気気気気気気気
づづづづづづづづづづづづづづ
きききききききききききききき
づ
き

助助助助助助助助助助助助助助助
けけけけけけけけけけけけけけ
合合合合合合合合合合合合合合
け
合
いいいいいいいいいいいいいいい

絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶
対対対対対対対対対対対対対対
防防防防防防防防防防防防防防
ごごごごごごごごごごごごごご
うううううううううううううう
高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者
虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐
待待待待待待待待待待待待待待

絶
対
防
ご
う
高
齢
者
虐
待
！！！！！！！！！！！！！！！

高
齢
者
虐
待
の
背
景

「
家
族
だ
か
ら
こ
そ
き
ち
ん
と
し
な
け
れ
ば
」、介
護

を
す
る
家
族
の
負
担
は
考
え
る
以
上
に
大
き
な
も
の

で
す
。

一
人
で
介
護
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
、そ
し
て
周
り

の
人
が
介
護
者
の
負
担
を
理
解
し
、温
か
い
言
葉
を
か

け
た
り
、具
体
的
に
手
を
差
し
伸
べ
て
あ
げ
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ち
ょ
っ
と
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら

た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
を
！

虐
待
を
発
見
し
た
場
合
、速
や
か
に
連
絡
す
る
よ
う

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。連
絡
者
を
特
定
す
る
情
報

に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。お
か
し
い
の
で
は

…
と
感
じ
た
ら
、た
め
ら
わ
ず
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
築
こ
う
、

虐
待
の
お
こ
ら
な
い
町
づ
く
り

誰
も
が
い
ず
れ
は
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。虐
待
は
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。無
関
心
に
な
ら
ず
、
高

齢
者
や
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
庭
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。見
守
り
、気
づ
き
、助
け
合
い
で
、み
ん

な
が
暮
ら
し
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
虐
待
、介
護
の
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
は
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
緯

（

）２
２
０
９
に
ご
連
絡

82
く
だ
さ
い
。

心
や
か
ら
だ
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
た
り
、基

本
的
な
人
権
の
侵
害
や
尊
厳
を
奪
う
、高
齢
者

に
対
す
る
虐
待
の
存
在
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は

次
の
５
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

○
暴
力
、
暴
言

○
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

○
侮
辱
、
い
や
が
ら
せ

○
性
的
虐
待

○
必
要
な
お
金
を
使
わ
せ
な
い
、勝
手
に
お

金
を
使
っ
て
し
ま
う

響
の
森
で
は

月
２
日
か
ら

月

10

11

３
日
ま
で
「
福
田
幸
広
写
真
展
～
動

物
た
ち
と
な
か
よ
く
な
る
方
法
～
」

を
開
催
し
ま
す
。
県
内
で
撮
影
さ
れ

た
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
は
じ
め

と
す
る
約

点
を
鳥
取
県
東
部
で
初

50

め
て
展
示
し
ま
す
。

福
田
さ
ん
は
世
界
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
動
物
写
真
家
で
す
。
そ
の
作

品
は
か
わ
い
ら
し
く
、
ど
こ
か
ユ
ー

モ
ラ
ス
、
見
る
人
が
「
ふ
ふ
っ
」
と

微
笑
ん
で
し
ま
う
、
そ
ん
な
癒
し
系

の
写
真
で
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や

あ
り
の
ま
ま
の
生
活
を
見
せ
て
く
れ

る
キ
ツ
ネ
の
親
子
、
福
田
さ
ん
の
写

真
を
見
て
私
が
は
じ
め
に
感
じ
た
こ

と
は
「
な
ん
で
そ
ん
な
写
真
が
撮
れ

る
の
？
」
で
し
た
。
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
を
通
じ
て
福
田
さ
ん
と
出
会

い
、
そ
の
人
柄
に
触
れ
、
撮
影
に
立

厭この秋オススメの写真展

ち
会
う
間
に
な
ん
と
な
く
、
そ
の
秘

密
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
こ
に
は
そ
の
ま
ま
動
物
や
自

然
と
ふ
れ
あ
う
時
の
コ
ツ
み
た
い

な
も
の
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
写
真
だ

け
で
な
く
そ
の
コ
ツ
も
で
き
る
だ

け
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

氷
ノ
山
に
は
た
く
さ
ん
の
野
生

動
物
が
す
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
素

敵
な
自
然
と
隣
り
合
わ
せ
の
若
桜

町
だ
か
ら
こ
そ
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
は
ぜ
ひ
、
こ
の
写
真
展
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
癒
さ
れ

に
、
そ
し
て
動
物
た
ち
と
な
か
よ
く

な
る
た
め
に
・
・
・
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館
・
響
の
森

ス
タ
ッ
フ

岡
田
珠
美

＊

月

日
福
田
氏
来
館
！

10

30
時

分
～
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク

13

30

photbyFukudaYukihiro
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今月の言葉 目もきれい 差別せぬ子は 心もきれい
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命
令
す
る
よ
り
お
願
い
し
よ
う
。

だ
っ
て
「
あ
り
が
と
う
」
が
セ
ッ
ト
に
な
る
か

ら
。

「
そ
れ
、
と
っ
て
く
れ
」

に
は
、
あ
り
が
と
う
が
続
き
ま
せ
ん
。

「
ご
め
ん
、
そ
れ
と
っ
て
く
れ
な
い
か
な
」

こ
れ
に
は
、
と
っ
て
く
れ
た
行
為
に

「
あ
り
が
と
う
、
助
か
っ
た
よ
」

と
、
お
礼
が
続
き
ま
す
。

子
ど
も
に
、「
は
い
、
ど
う
ぞ
」
の
ひ
と
こ
と

が
あ
る
と
、

「
あ
り
が
と
う
」
が
返
っ
て
き
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に

も
、
大
人
が
お
願
い
す
る
口
調
で
話
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

「
そ
の
は
し
を
と
っ
て
く
れ
な
い
か
」

「
い
い
よ
お
父
さ
ん
」

「
あ
り
が
と
う
」

こ
う
あ
り
た
い
で
す
ね
。

「ありがとう」

第２回の「健康料理教室」は８月26日、若桜味工房の三百田勝利氏を講
師にお招きしてうどんづくりに挑戦しました。
三百田氏によると、「そばは女力、うどんは男力」と言う説明から始まりました。
まず最初に塩分を加えた水を２、３回に分けて小麦粉に加え、粉の色が
変わるまで根気よくかき混ぜ、ボールのように丸く団子にまとめるのに約
30分ぐらいかかりました。
最初に言われたとおり、男力を必要としました。
次に丸い団子を袋に入れて足のかかとで50回まんべんなく踏み、また丸めて団子→足踏を４回繰り返した

後30分間寝かします。
参加者の方は、ここまでで力尽きた感じでした。
次は生地延ばしですがこの作業も一筋縄ではいきません。延ばしな

がら四角にするのですがこれがまた大変でした。また、線切り、ゆで、
水洗いして終了しました。
参加者全員で、ぶっかけうどんで頂きましたが苦労して出来上がっ

たうどんなので味も格別でした。

ううまく延ばせるかうまく延ばせるかなな

挑戦「手打ちうどん」

ここねるの大変こねるの大変だだ

うどん作りの手順の説うどん作りの手順の説明明
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第
２
回
町
民
文
化
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

月

日
（
土
）

日
（
日
）
の
２
日
間
公
民
館
で

10

23

24

町
民
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

芸
能
発
表

月

日
（
土
）
午
後
１
時
～

10

23

作
品
展
示

月

日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

10

23
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

24

体
験
コ
ー
ナ
ー
・
赤
十
字
奉
仕
団
バ
ザ
ー
な
ど
も
あ

り
ま
す
。（
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。）

た
く
さ
ん
の
方
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
は
、
８
月

日
に
、
岩
村

28

孝
之
さ
ん
（
上
町
）
所
有
の
三
倉
の
奧
の
山
に
行
き
ま
し
た
。

急
な
山
道
を
約

分
歩
き
、
到
着
し
て
み
て
び
っ
く
り
。

30

そ
こ
に
は
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
作
っ
て
あ
っ
た
り
、
子
ど
も

た
ち
が
喜
ん
で
遊
び
そ
う
な
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。

木
の
名
前
を
勉
強
し
た
り
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
に
登
っ
た

り
、
木
の
枝
か
ら
つ
る
し
た
ブ
ラ
ン
コ
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
し

た
り
、
み
ん
な
大
は
し
ゃ
ぎ
。

水
が
出
て
い
る
場
所
に
は
「
さ
わ
が
に
」
も
い
て
夢
中
で

探
し
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。

お
昼
は
、
枯
れ
枝
で
火
を
焚
き
、
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

普
段
で
き
な
い
遊
び
が
た
く
さ
ん
体
験
で
き
、
と
て
も
楽

し
い
一
日
で
し
た
。

楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ

楽
し
か
っ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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ツ
リ
ー
ハ
ウ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス

第第
２
回
ナ
テ
ィ
キ
ッ

第
２
回
ナ
テ
ィ
キ
ッ
ズズ

２１
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８
月

日
第
５
回
寿
大
学
は
、「
若
桜

26

神
社
大
祭
の
由
来
」
と
題
し
て
、
若
桜

神
社
大
祭
委
員
会
顧
問
の
谷
川
輝
久
さ

ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
の
若
桜
神
社
は
昭
和

年
に
現
在

16

の
湯
梨
浜
町
の
伯
耆
一
宮
倭
文
神
社
を

模
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
。

約
３
５
０
年
前
に
鳥
取
藩
主
池
田
光

仲
公
よ
り
３
面
の
能
面
を
寄
進
さ
れ
御

幸
祭
が
許
さ
れ
た
こ
と
。

御
輿
の
修
理
の
際
、
御
輿
が
作
成
さ

れ
た
の
が
３
４
０
年
前
で
あ
る
こ
と
が

懸
命
に
生
き
た
俺
に
も
傷
は
あ
る

竹
口

清
信

青
春
を
わ
た
し
と
駆
け
て
き
た
夜
汽
車

藤
原

鬼
桜

若
桜
駅
僕
が
乗
っ
た
ら
発
車
す
る

岡
崎

彰
夫

俳

句

（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

思
ひ
出
を
留
め
し
腕
の
日
焼
け
か
な

西
尾

青
雨

迎
へ
た
る
棚
経
僧
の
経
に
和
し

坂
口

仲
子

丹
念
に
生
垣
を
刈
る
墓
掃
除谷

口

裕
子

朝
刊
を
開
く
窓
辺
の
風
涼
し中

村

節
枝

風
鈴
の
奏
で
合
ひ
ゐ
る
峡
の
駅

山
根

里
江

俳

句

（
鶴
尾
句
会
）

と
り
あ
へ
ず
畦
に
転
が
す
大
西
瓜

山
本

小
品

赤
と
ん
ぼ
湧
き
し
朝
の
子
を
送
る

あ
し
た

岡
田
よ
し
子

ふ
れ
歩
く
児
等
の
拍
子
木
地
蔵
盆

田
島

富
子

捥
ぎ
た
て
の
重
さ
抱
へ
し
秋
茄
子

谷
口

裕
子

夕
暮
れ
の
茜
に
染
ま
る
か
ら
す
う
り

盛
田

紘
子

運
動
会
宝
さ
が
し
の
大
袋

竹
本

光
子

川

柳

（
さ
く
ら
吟
社
）

汽
車
に
乗
り
風
鈴
の
音
の
心
地
良
さ

植
田
み
の
る

こ
の
猛
暑
地
球
に
問
う
て
み
た
く
な
る

車
井

信
恵

汽
車
の
窓
送
ら
れ
る
人
送
る
人

門
村

千
代

父
の
貨
車
錆
び
て
は
い
る
が
ま
だ
動
く

蔵
本

悦
子

汽
車
の
窓
一
つ
ひ
と
つ
に
あ
る
別
れ

中
田

房
江

ポ
ー
ポ
ー
と
時
刻
知
ら
せ
た
汽
車
だ
っ

た

茗
荷

き
み

ゆ
っ
た
り
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
汽
車
の

旅

盛
田

夢
路

猛
暑
で
も
花
は
元
気
に
凜
と
咲
く

石
岡

節
子

来
て
嬉
し
帰
っ
て
嬉
し
盆
の
客

西
谷

幸
子

海
峡
の
海
の
底
ゆ
く
汽
車
の
旅

土
岐

昌
子

里
帰
り
ひ
さ
び
さ
母
と
湯
に
つ
か
る

谷
口

史
子

機
関
車
が
若
桜
の
町
へ
人
を
呼
ぶ

永
原

昌
鼓

だ
ん
だ
ん
と
地
球
が
変
わ
る
世
が
変
わ

る

藤
原
美
智
恵

通
勤
の
列
車
で
咲
い
た
恋
の
花

盛
田

康
秋

マ
イ
カ
ー
を
た
ま
に
休
ま
せ
汽
車
に
乗

る

中
島

寿
道

郷

土

文

芸

若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
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社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由由

若
桜
神
社
大
祭
の
由
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来

第第
５
回
寿
大

第
５
回
寿
大
学学

判
明
し
た
こ
と
な
ど
、
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
の
貴
重
な
講
演
で
、
寿
大

学
生
は
興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

会
場
の
公
民
館
集
会
室
に
は
、
谷

川
さ
ん
収
蔵
の
昭
和

年
頃
か
ら
の

50

ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、
参
加
者
は
古

い
ポ
ス
タ
ー
を
懐
か
し
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

月

日
（
木
）
第
７
回
寿
大
学

10

14

は
、「
救
急
救
命
法
と
消
火
訓
練
」
で

す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
な
ど
を
勉
強
し
ま

す
。皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
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新 着 図 書 2010．8．31まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

和田 秀樹・感情をコントロールする力宇江佐 真理・今日を刻む時計

いとう ゆき・さびないカラダ伊集院 静・お父やんとオジさん

池上 彰・伝える力白川 道・祈る時はいつもひとり（上･下）

楠本 雅弘・進化する集落営農宮部 みゆき・あんじゅう

羽根田 治・すぐ使えるロープワーク便利帳大島 真寿美・ビターシュガー

柳田 理科雄・空想科学読本 ９畠中 恵・ゆんでめて

島田 裕巳・戒名は、自分で決める梓 林太郎・紀の川殺人事件

村上 龍・13歳の進路貴志 祐介・悪の教典（上･下）

火坂 雅志・武士の一言島田 雅彦・悪貨

高橋 龍太郎・「謝る力」が器を決める宮城谷 昌光・湖底の城 第1巻

≪ ヤングアダルト ≫樋口 有介・窓の外は向日葵の畑

ダレン シャン・theCITY 3諸田 玲子・炎天の雪（上･下）

チャイナ ミエヴィル・アンランダン（上・下）藤原 正彦・ヒコベエ

マイケル スコット・呪術師ペレネル小川 洋子・原稿零（ぜろ）枚日記

≪ 児 童 書 ≫小手鞠 るい・年下の彼

竹内 修二・からだの不思議図鑑秦 建日子・ダーティ・ママ！

西澤 真樹子・ホネホネすいぞくかん鏑木 蓮・白砂

子供の科学編集部・猛毒をもつ生き物たち深谷 忠記・評決

≪ 絵 本 ≫森村 誠一・悪道

長谷川 義史・じゃがいもポテトくん雫井 脩介・つばさものがたり

内田 麟太郎・ねがいぼしかなえぼし有川 浩・ストーリー・セラー

あきやま ただし・へんしんマンザイ長田 弘・世界は一冊の本

≪ 郷 土 ≫吉村 昭・白い道

高島 愼助・山陰の力石ニコラス スパークス・ラスト・ソング

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。
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わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日

時

分
～

時

分

時

分
～

時

分

10

30

18

30

12

00

20

00

（
休
館
日
）
毎
週
火
曜
日

（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
ル
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

10

40

11

30

イ
ル
カ
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

11

40
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30

シ
ャ
チ
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

10

40

11

30

７
日
・
日（
木
）

21時

分
～

時

分

16

40

17

30

ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

２
日
・
日（
土
）

16時

分
～

時

分

11

40

12

30

７
日
・
日（
木
）

21時

分
～

時

分

17

40

18

30

月
の
予
定

10

プール各種教室予定
ベビースイミング（0歳～3歳の親子）
（第一・第三水曜日14:30～15:30）
キッズスイミング（3歳～6歳）
（第二・第四土曜日 14:15～15:15）
水中ウォーキング
（毎週土曜日 13:00～14:00）
リズムでシェイプアップ
（毎週日曜日 11:00～12:00）
からだにいいヨガ
（第二･第四金曜日 14:00～15:00）
みんなでウォーキング
（毎週月・木曜日 14:00～15:00）

季節も夏から秋へ

今年の夏は例年になく、暑い日が続き運動な

んてーと運動不足になっている方は多いと思

われます。中には、おなかがぽっこりなんて事

も・・・

そんな時に始めやすいのが水中運動です。体

に無理なく自分のペースでゆっくりと運動で

きます。

食べ物が美味しくなる季節、ポッコリお腹は大敵です

プールでゆっくり羽を伸ばしてください

参加者
募集中


